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十
五
の
拠
点
に
陣
地
構
築

昭
和

一
四
年
、
徴
集
兵
と
し
て
関
東
軍
自
動

車
第
四
連
隊
に
入

っ
た
。
自
動
車
連
隊
の
あ
る

の
は
関
東
軍
だ
け
で
あ
っ
た
。
第
四
連
隊
の
如

く
数
を
推
定
出
来
る
名
称
は
使
わ
ず
、
防
諜
名

と
し
て
地
方
名
や
連
隊
長
名
で
呼
ん
で
い
て
「東

虎
部
隊
」
で
あ
っ
た
。

ソ
連
軍
の
極
東
へ
の
配
備
強
化
に
対
抗
し
て
、

関
東
軍
は
、
国
境
線
の
十
五
の
拠
点
に
国
境
守

備
隊
を
作
り
、
陣
地
構
築
に
着
手
し
た
。
そ
の

資
材

。
兵
器

・
弾
薬

・
糧
株

・
備
品
な
ど
の
膨

大
な
物
資
の
長
距
離
輸
送
は
、
自
動
車
部
隊
で

な
け
れ
ば
出
来
な
い
任
務
で
あ

っ
た
。
通
常
、

輸
送
専
門
の
部
隊
と
し
て
軸
重
兵
部
隊
が
あ
る

が
、
馬
に
よ
る
輸
送
が
主
で
あ

っ
た
。

東
虎
部
隊
は
国
境
の
東
寧
に
駐
屯
し
て
い
た
。

鳥
蛇
溝
河

（川
幅
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
水
深
三
〇

セ
ン
チ
ぐ
ら
い
）
の
中
瀬
が
沢
山
あ
る
よ
う
な

河
が
国
境
に
な
っ
て
い
た
。

マ
イ
ナ
ス
二
〇
度
と
な
る
と

不
寝
番
は

一
晩
中
走
り
回
る

自
動
車
部
隊
の
初
年
兵
教
育
は
三
か
月
の

一

期
教
育
か
ら
始
ま
る
。
歩
兵
と
同
様
、
徒
歩
教

練

（銃
を
使

っ
た
訓
練
）
、
そ
れ
に
自
動
車
の
基

本
操
縦

・
用
語
が
教
え
ら
れ
る
。
機
械
を
扱

っ

て
い
た
者
や
生
ま
れ
つ
き
運
動
神
経
が
よ
い
者

な
ど
は
、
初
め
て
の
発
進

・
停
止
も
エ
ン
ス
ト

な
し
で
出
来
る
が
、
こ
れ
が
困
難
な
兵
隊
も
中

に
は
い
る
。
そ
れ
こ
そ
左
の
足
を
、
ぐ

っ
と
手

で
押
さ
え
て

「
こ
こ
が
大
事
だ
」
と
厳
し
く
教

え
る
。
こ
れ
は
自
動
車
学
校
と
同
じ
だ
が
、
Ｓ

形
の
前
進

。
後
進

（軍
隊
用
語
で
蛇
行
進

。
蛇

後
退
）
、
ク
ラ
ン
ク

（隅
角
通
過
）
、
幅
寄
せ

（側

方
転
移
）
と
い
う
の
は
同
じ
四
角
形
の
中
で
、

車
を
右
か
ら
左

へ
、
左
か
ら
右
に
寄
せ
る
こ
と

を
教
え
る
。
こ
う
し
て
動
か
す
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
る
と
道
路
に
出
る
。
隊
列
を
組
み
、

二
〇
メ
ー
ト
ル
の
車
間
距
離
を
空
け
て
伸
び
縮

み
し
な
い
よ
う
に
走
る
こ
と
を
徹
底
さ
せ
る
ｃ

又
、
オ
イ
ル
、
潤
滑
油
、
冷
却
水
の
点
検
、

補
充
な
ど
も
や
る
。
冷
却
水
は
、
冬
は
グ
リ
セ

リ
ン
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
水
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト

の
混
合
液
を
ラ
ジ

エ
ー
タ
ー
に
入
れ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
は
マ
イ
ナ
ス
二
〇
度
ま
で
し
か
効
か

な
い
。
そ
れ
以
下
に
な
っ
た
時
は
、
不
寝
番
が

五
〇
輌
を
端
か
ら
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
て
回
る
。

そ
し
て
今
度
は
順
番
に
切

っ
て
回
る
。
終
わ
る

と
、
又
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
て
は

一
回
り
す
る
。

そ
し
て
、
同
じ
よ
う
に
切

っ
て
回
る
。
ま
た
、

エ
ン
ジ
ン
を
か
け
て
回
る
と
い
う
く
り
返
し
を

朝
ま
で
や
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
つ

で
も
出
動
で
き
る
状
態
に
保
つ
た
め
に

一
晩
中
、

走
り
回
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

二
期
の
教
育
は

「応
用
操
縦
」
で
、
分
隊
や
小

隊
で
ま
と
ま
っ
て
行
動
す
る
こ
と
を
教
え
る
。
自

動
車
で
の
資
材
や
弾
薬
の
運
搬
、
積
み
降
ろ
し

（軍
隊
用
語
で
積
む
こ
と
は

「積
載
」
、
降
ろ
す
こ

と
は

「卸
下
」
と
い
う
）
な
ど
を
訓
練
す
る
。

へ

ヽ

を

二
九
年

の
ノ
モ

九

が
駐
満

は
満

ン
バ
シ
事
件
で
は
、

当
た
り
、
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三
期
は
ち
ょ
う
ど
半
年
目
に
な
り
、
一
般
兵
、

工
務
兵
、
衛
生
兵
、
ラ
ッ
パ
手
な
ど
に
分
か
れ

る
。　
一
般
兵
は
車
輌
整
備

。
輸
送

・
警
備
を
主

体
に
や
り
、
工
務
兵
は
発
動
機
工
手
、
つ
ま
り

エ
ン
ジ

エ
ア
、
そ
れ
に
鍛
工

・
機
工

。
木
工

・

電
工

・
装
工

（革
製
品
）
。
縫
工

（衣
服
）
な
ど

で
あ
る
。

四
期
に
な
る
と
耐
寒
行
軍
、
河
川
の
渡
渉
、

難
路
通
過
、
湿
地
通
過
な
ど
で
、
や
っ
と

一
人

前
の
兵
隊
に
な
る
。

犠
牲
的
精
神
と
堅
忍
持
久

「軸
重
兵
の
本
領
」
と
い
う
教
典
に
よ
れ
ば
、

「…
間
断
な
く
且
迅
速
確
実
に
軍
需
品
の
輸
送

及
び
補
給
を
為
し
、
以
て
絶
え
ず
軍
の
戦
闘
力

を
維
持
し
其
の
活
動
性
を
保
有
せ
し
む
る
に
在

り
。
故
に
輸
重
兵
は
犠
牲
的
精
神
に
富
み
、
堅

忍
持
久
の
気
力
を
具
え
、
至
大
の
行
動
力
を
有

し
…
常
に
季
節
、
天
候
及
び
地
形
と
戦
い
、
ま

た
し
ば
し
ば
敵
の
妨
害
を
排
除
し
、
昼
夜
行
動

を
継
続
し
て
そ
の
本
領
を
発
揮
す
る
を
要
す
…
」

あ
く
ま
で
も
輸
送
が
主
な
部
隊
な
の
で
、
戦

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
だ
け
は
戦
闘
す
る
が
、

当
時
の
軍
隊
で
は
考
え
ら
れ
な
い

「迂
回
」
と

か

「後
退
」
が
行
な
わ
れ
る
。
そ
れ
は
そ
の
場

の
指
揮
官
の
判
断
で
や
る
。
行
動
中
に
他
の
将

校
、
た
と
え
師
団
長
命
令
と
い
え
ど
も
不
服
従

で
よ
い
と
い
う
形
に
な

っ
て
い
る
。

夜
間
の
無
灯
火
行
進
は
非
常
に
厳
し
い
。
ま
っ

た
く
の
闇
夜
に
な
る
と
、
鼻
を
孤
ま
れ
て
も
見

え
な
い
。
運
転
台
の
前
の
ガ
ラ
ス
が
真
横
に
上

が
る
よ
う
な
ト
ラ
ッ
ク
も
あ
る
。
助
手
が
運
転

手
の
横
の
ス
テ
ッ
プ
に
乗
り
、
片
手
で
ド
ア
に

つ
か
ま
り
、
白
い
旗
で

「前
、
前
」
と
か

「右
、

右
」
と
か
の
合
図
を
す
る
。
或
い
は
自
動
車
の

前
を
合
図
し
な
が
ら
歩
く
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

本
土
決
戦
近
し

戦
局
が
悪
化
し
て
き
た
昭
和

一
九
年
、
本
土

決
戦
に
備
え
て
第
四
連
隊
の

一
部
に

「転
進
命

令
」
が
出
た
。
対
馬
海
峡
は
す
で
に
機
雷
が
多

く
敷
設
さ
れ
、
こ
れ
に
触
れ
爆
沈
し
た
輸
送
船

も
あ
っ
た
。

私
は
、
名
古
屋
の
第
十
三
方
面
軍
七
三
師
団

怒
兵
団
司
令
部
自
動
車
班
に
配
属
さ
れ
た
。

関
東
軍
に
は
、
翌
二
〇
年
四
月
、
僅
か
な
兵

だ
け
を
残
し
て
、
本
土
や
南
方
方
面
に
転
進
命

令
が
出
た
。
満
州
開
拓
義
勇
団
や
在
留
邦
人
を

徴
集
、
人
数
だ
け
は
補
充
し
た
も
の
の
、
軍
事

訓
練
も
受
け
て
お
ら
ず
、
銃
す
ら
行
き
わ
た
ら

ず
丸
腰
の
関
東
軍
で
あ
っ
た
。
八
月
九
日
、
ソ

連
軍
の
全
満
州
国
境
か
ら
の
侵
攻
に
ひ
と
た
ま

り
も
な
く
、
悲
惨
極
ま
り
な
い
地
獄
の
状
況
と

な
っ
た
。

名
古
屋
で
の
自
動
車
隊
は
、
米
軍
の
本
土
上

陸
に
備
え
て
、
伊
良
湖
岬
か
ら
御
前
崎
に
至
る

海
岸
線
に
陣
地
構
築
を
急
い
だ
。
満
州
で
の
頑

強
な
ト
ー
チ
カ
の
よ
う
な
陣
地
に
比
べ
れ
ば
心

細
い
も
の
だ

っ
た
が
、
本
土
上
陸
近
し
と
懸
命

に
資
材
運
搬
に
従
事
し
た
。
し
か
し
、
兵
隊
た

ち
の
食
糧
難
は
ひ
ど
く
、
司
令
部
計
理
部
の
仕

事
と
し
て
、
食
糧
の
確
保
、
物
資
の
調
達
も
担

当
し
た
。
食
糧
は
現
地
調
達
、
自
給
自
足
が
要

求
さ
れ
た
。
魚
も
獲
る
し
か
な
く
各
隊
か
ら
漁

師
の
経
験
者
が
地
引
網
漁
に
駆
り
出
さ
れ
た
。

し
か
し
、
肝
腎
の
網
が
な
い
。
そ
の
材
料
と
な

る
稽

（み
ご

・
藁
の
外
側
の
葉
や
葉
鞘
を
取
り

除
い
た
茎
の
部
分
）
を
何
と
か
調
達
、
池
新
田

や
田
子
浦
の
業
者
ま
で
運
搬
製
造
を
依
頼
し
た

が
全
く
使
い
も
の
に
な
ら
ぬ
と
、
製
品
を
分
け

て
も
ら
っ
た
り
し
た
。
又
、
昭
和

一
九
年
、
朝

鮮
人
に
も
徴
兵
制
度
が
し
か
れ
、
多
く
の
兵
隊

が
や

っ
て
き
た
が
、
敏
捷
な
行
動
が
と
れ
ず
、

山
間
地
の
開
墾
、
サ
ツ
マ
イ
モ
作
り
に
使
役
し

そ
の
監
督
に
も
あ
た
っ
た
。

本
土
決
戦
の
最
後
の
拠
点
と
さ
れ
た
長
野
県

松
代
町
の
松
代
大
本
営
も
七
八
パ
ー
セ
ン
ト
完

成
し
た
。

八
月

一
五
日
、
第
四
連
隊
は
長
野
や
新
潟
に

駐
屯
し
て
い
た
中
隊
も
司
令
部
の
あ
る
豊
川

ヘ

集
め
ら
れ
た
。
本
土
防
衛
の
名
の
も
と
、
満
州

か
ら
転
進
し
て
き
た
関
東
軍
の
精
鋭
た
ち
に
し

て
み
れ
ば
、
そ
の
後
、
ソ
連
軍
に
蹂
躙
さ
れ
た

こ
と
を
思
う
に
つ
け
、
こ
れ
で
は

一
体
、
な
ん

の
た
め
に
本
土

へ
き
た
の
だ
、
戦
わ
ず
し
て
終

戦
と
は
余
り
に
も
や
る
せ
な
い
と
い
う
気
持
ち

で
あ

っ
た
が
、
遠
藤
部
隊
長
か
ら

「我
々
と
し

て
は
誠
に
断
腸
の
思
い
で
あ
る
が
、
陛
下
の
御

聖
断
を
よ
く
理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
帰
郷
し
て
、

今
後
、
命
を
大
切
に
し
、
日
本
の
復
興
の
た
め

に
努
力
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
示
達
が
あ

っ

た
。あ

ら
ゆ
る
兵
器

。
小
銃

・
軽
機
関
銃

。
銃
剣

・

弾
薬

・
軍
刀
等
を
校
庭
の

一
か
所
に
集
積
、
米

軍
に
引
き
渡
し
た
。
車
輌
は
輸
送
業
務
終
了
の

一
一
月
二
日
に
引
き
渡
し
、
自
動
車
隊
は
解
体

さ
れ
た
。

東
軍
総
司
令
部
に
伝
え
ら

夕
方
で
あ

っ
た
。
（
一
部
の

毒薫::璽黒::晟路

な

る

も 八

月

ま の

が

ら

一
五

連
軍 一

一な
対
象
●

た
。
ソ
連
軍

一■
一一一一一一一一
●
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
一一
一
一

被
つ

さ

ソ
連

過
酷

の
捕
虜
と
し

あ

っ
た
）

さ
せ
ら
れ
た
。

れ
、

合
わ
せ
に

一

「根

る

か

の
推
移
な
ど
に

れ
て
お
り
、　
一

ベ
リ
ア

命
令
が
満
州

れ
た
の
は

一

、
数

士
気
な

に
劣

っ
一

は
至

Ｐ

に
降
伏
と
停
戦
の

爾]翻
で ソ
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「家の窓から几た富士山」
原小学校  3年

杉・Lかずみさんの作品
ちぎり絵の作品は10点 ほどありまし
たが、この作品は色調の違う広告を

使って描かれています。

「ゴミがきらいな富士 .L」

金岡小学校 6年
芹沢持希 さんの作品

ゴミを捨てられ怒つている表情が
抜群です。
環境問題にもふれる作品です。

富士・沼津・三島3市博物館共同企画展 「わがまちからの富士山

三市対抗富士自慢」に関連して、夏休みに市内の小・[p学生から富

士山の絵を募集し、絵画展を行いました。子どもたちのユニークで

楽しい力作282点が集まり、4階展示室は富士山と子どもたちの夢

でいっぱいになりました。全ての作品をカラーで紹介 したいのです

が、紙面の都合でここでは白黒で5点を紹介します。

「人物 な富士 .L」

今沢小学校  6年
芹澤 りかこさんの作品

飛び出す絵本のように富士山

がそびえ立ちます

「沼津側から几た原海岸ごしの富士.L」

原中学校美術部のみなさんの作品
畳一畳ほどの大作で、力二の歩く砂浜は、

穴あけバンチで抜き取つた色紙を丁寧に

貼り込んでいます。

眈 球 と富士ιL」

第二小学校 2年
鈴 木 合

'こ

さんの作 品

地球の上に富士山、下に東京

タワーという大胆でスケール

の大きな作品です。

―
お
詫
び
と
訂
正
１

　
　
１

前
号

「企
画
展
に
寄

せ
て
」

・１
段
３
行
日

「沼
津
市
歴
史

民
俗
史
料
館
」
は

「沼
津
市

歴
史
民
俗
資
料
館
」
、
「沼
津

兵
学
校
と
そ
の
人
材
８９
」
の

集
合
写
真
内

一荒
井
熊
之
助
」

は

「荒
井
郁
之
助
」
の
誤
り

で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

出品してくださつた

みなさんへの参加賞

と して、「そ ろ くん」

クリアフォルダーを作

りました。

今年度の博物館実

習 生、後 藤悠 さん

菅沼麻衣さ′1だ 渡這

鮎美さんがそろくん

をデザイン してくれ

ました。
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たくさんのご応募
あιlがこうごぜいました
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表 紙 の 解 説

塊石画 上 。御成橋 と富士 下 。原桃園の富士 (昭和初期 当館所蔵 )

塊石 (定方)は明治 15年 (1882)岡 山県に生まれました。渡仏 し、サロン・ ドー

トンヌに入選。のち本版画も手掛けました。生涯で雅号を3回変え、最初の号が「塊

石」で、京都上加茂時代から昭和5～ 6年 に東京文京区に定住する後 まで使って

いました。次は「耀慶」で東京定住後から、戦災で岡山県に移るまで、最後は「大塊」

でした。

全ての雅号で富士山を描いた作品があ り、生涯富士山を描いた画家 と言えます。

沼津 。三津海岸からの富士山を描いた、耀慶時代の肉筆画も残っています。
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